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茨 城 支 部 便 り

第 ３１ 号 

２０１０年４月２０日 
編集兼発行人 

藤森 好則 

撮影者： 井村 敏也 
撮影日： 平成 21 年 5 月 5 日 
使用カメラ： NIKON F10 
シャッター速度： 1/250 秒  絞り： Ｆ8 
場 所： 国営ひたち海浜公園 
解 説： 薫風かおる五月の空に元気よく鯉
のぼり。日本の里の原風景。子や孫がつど
い、静かに時が流れる。 
“風光る 思い出の こい 飛びたちて”
菜の花の｢黄｣、鯉のぼりの｢赤｣、快晴の｢白
い｣空に、ジオラマ風に円筒をかぶせて｢青
い｣空を映しこんでパチリ。 
これからの季節、ネモフィラ(見はらし

 の丘)、ハーブ(香りの谷)、ポピー(フラワ
 ーガーデン)、大草原で孫とおにぎり持っ
 てピクニックなどなど、良き思い出を。 

 小平さんは、電気機械を日本人の力
で作りたいと強く思っておられたが、そ
の実現のため、なぜ山深い日立鉱山に入
社されたのだろうか。当時電気機械を製
作していた会社は、芝浦製作所を初め三
菱造船所、石川島造船所など数社あった
はずである。 

そこで、今年 1月の暖かな日に、創業の原点となっ
た猿橋の大黒屋を探しに出かけた。中央線に乗って猿
橋駅に着く。駅前の国道 20 号を東に 20 分ほど歩くと、
左手に日本三奇橋の一つといわれる猿橋が見え、その
手前に今も大黒屋（写真）は残っていた。 

1906 年 7 月 15 日、小
平さんはこの大黒屋で、
大学同級生の渋沢元治
と会談した。その３ヵ月
後、渋沢の反対を押し切
って東京電灯から日立
鉱山に転職した。 
当時の大黒屋の建物

は焼失し、旅館業も 30

年ほど前にやめ、和食の食堂兼土産物店になっていた。
店の主人はこの会談の故事を知っていて、店内に日本
経済新聞に載った大黒屋会談の記事が飾られていた。
 猿橋から西に２㎞ほど歩くと、小平さんが東京電灯
時代に建設した当時日本最大の駒橋水力発電所は今も
発電が続けられていた。ここから東京への 80 ㎞の画期
的な長距離送電は歴史に残る快挙であった。 
一方、久原房之助は日立鉱山の掘削、精錬等の近代

化、機械化を進めるため、小平さんを招聘し、電力の
確保を要望した。それに応えて小平さんは 1906 年 10
月、日立鉱山に入社するや否や、中里発電所 400kW、

リレー随筆（３１） 

日立創業の夜明け前  高砂 常義

中里第 2 発電所 200kW、さらに町屋発電所 300kW と驚
異的なスピードで完成させ、送電した。 
さらに小平さんは久原さんに、「鉱山業は浮沈が多

い。余力ある自家発電所を持って、化学工業を兼営し
ておれば多角経営の妙味がある」と北茨城市大北川に
石岡第 1発電所 4,000kW の建設を具申した。 
そして 1909 年夏着工、翌年 1月に当面必要な発電容

量 600kW を完成させ、27kV、20 ㎞の送電を行なった。
1911 年には 4,000kW を完成させた。この発電所は現在
も茨城県最大の水力発電所として運転されている。な
お当時世界でも前例のない鉄筋コンクリート製サイフ
ォン管の採用や、日本最古の鉄筋コンクリート造の建
屋など、産業発達史上特筆すべきものが多数あり、2008
年 12 月、国の重要文化財に指定された。 
 また小平さんはこの余剰電力を利用して 1909 年に
カーバイトの製造工場を建設し、製造・販売を始めた。
だが予想外の鉱山側電力需要の増大で、1 年足らずで
中止せざるを得なかったという。 
とにかく、小平さんの鉱山入社後数年間の活躍はま

ことに超人的であり、久原さんの厚い信頼を受けてい
たことが伺える。 
一方、久原さんも積極的経営で、様々な困難にもめ

げず挑戦し、事業を拡大させる非凡な経営者であった。
小平さんはこの久原さんの積極経営に共感し、久原さ
んのもとであれば、電気機械製造業に対する理解と協
力が得られると判断したのではないか。事実、日立創
業後の数年間は外部からの受注が乏しく、鉱山側の筆
紙に尽くしがたい協力支援によって、何とか乗り越え
られたといわれている。 

１

日立社友クラブ茨城支部ホームページ http://homepage2.nifty.com/shayuu-iba/ 
     日立理科クラブ ホームページ http://www.net1.jway.ne.jp/hsc-rikakurabu/ 

平成 22 年度茨城支部総会のご案内 

１．期日：平成 22 年 5 月 28 日（金） 

午前 11 時 10 分～午後 2時 30 分 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は本紙同封のご案内書を参照下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

私 の 釣 り バ カ 日 誌
《釣り道楽 60 余年》                目 黒  和 利 

会員投稿（第２９回）

私私
のの
釣釣
りり
はは
、、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北北

海海
道道
のの
層層
雲雲
小小
学学
校校

にに
在在
学学
中中
のの
三三
年年
生生

のの
頃頃
かか
らら
始始
まま
るる
。。 

父父
親親
はは
層層
雲雲
峡峡
にに

行行
くく
途途
中中
にに
ああ
るる
真真

勲勲
別別
水水
力力
発発
電電
所所
にに
勤勤
務務
しし
てて
いい
たた
。。
夕夕

方方
発発
電電
所所
かか
らら
帰帰
宅宅
すす
るる
とと
、、
自自
宅宅
のの
傍傍

をを
流流
れれ
るる
石石
狩狩
川川
にに
毎毎
日日
のの
如如
くく
虹虹
鱒鱒
釣釣

りり
にに
出出
掛掛
けけ
てて
いい
たた
。。
ああ
るる
日日
おお
前前
もも
連連

れれ
てて
行行
っっ
てて
やや
るる
よよ
とと
言言
わわ
れれ
、、
初初
めめ
てて

虹虹
鱒鱒
釣釣
りり
にに
行行
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
たた
。。  

釣釣
場場
にに
着着
くく
とと
父父
親親
がが
釣釣
針針
にに
ババ
ッッ
タタ

をを
付付
けけ
てて
くく
れれ
、、
教教
ええ
らら
れれ
たた
場場
所所
でで
釣釣

りり
糸糸
をを
流流
すす
。。
下下
流流
にに
流流
しし
てて
はは
まま
たた
上上

流流
かか
らら
流流
すす
ここ
とと
をを
繰繰
りり
返返
すす
。。
すす
るる
とと

竿竿
がが
大大
きき
くく
しし
なな
りり
、、
前前
向向
きき
でで
はは
耐耐
ええ

きき
れれ
ずず
、、
後後
ろろ
向向
きき
でで
引引
っっ
張張
りり
、、
やや
っっ

とと
砂砂
地地
まま
でで
引引
きき
上上
げげ
たた
感感
激激
はは
永永
遠遠
にに

忘忘
れれ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
なな
いい
想想
いい
出出
でで
ああ

るる
。。  北北

海海
道道
かか
らら
父父
親親
のの
転転
勤勤
でで
、、
福福
島島
県県

のの
会会
津津
宮宮
下下
でで
四四
年年
過過
しし
、、
昭昭
和和
三三
十十
年年

日日
立立
製製
作作
所所
にに
入入
社社
しし
たた
。。
日日
立立
はは
山山
ああ

釣釣
のの
醍醍
醐醐
味味
とと
面面
白白
ささ
、、
そそ
れれ
はは
釣釣
にに

行行
かか
ねね
ばば
味味
わわ
ええ
なな
いい
もも
のの
。。
メメ
ババ
ルル
はは

周周
年年
釣釣
れれ
るる
がが
本本
格格
的的
にに
はは
ここ
れれ
かか
らら
でで

しし
ょょ
うう
。。
メメ
ババ
ルル
釣釣
りり
でで
はは
針針
をを
五五
本本
かか

らら
八八
本本
位位
つつ
けけ
てて
赤赤
エエ
ビビ
、、
又又
はは
ササ
ババ
のの

切切
身身
なな
どど
エエ
ササ
にに
しし
てて
釣釣
りり
まま
すす
。。
一一

愛用のメバル用釣竿 

匹匹

がが
掛掛
かか
りり
出出
すす
とと
胸胸
のの
鼓鼓
動動
がが
高高
鳴鳴
りり
、、

少少
しし
巻巻
きき
上上
げげ
てて
かか
らら
、、
更更
にに
二二
匹匹
目目
、、

三三
匹匹
目目
とと
掛掛
かか
るる
追追
いい
食食
いい
をを
待待
つつ
釣釣

りり
でで
、、
重重
くく
なな
っっ
たた
竿竿
をを
じじ
っっ
とと
ここ
らら
ええ

てて
待待
つつ
釣釣
りり
はは
本本
当当
にに
楽楽
しし
いい
もも
のの
でで

すす
。。
ああ
まま
りり
待待
ちち
過過
ぎぎ
るる
とと
メメ
ババ
ルル
はは
針針

かか
らら
はは
ずず
れれ
てて
しし
まま
うう
のの
でで
、、
ここ
のの
駆駆
けけ

引引
きき
もも
大大
事事
でで
しし
ょょ
うう
。。  

まま
たた
三三
月月
かか
らら
八八
月月
位位
まま
でで
はは
カカ
レレ
イイ

のの
シシ
ーー
ズズ
ンン
でで
すす
。。
自自
己己
流流
のの
三三
本本
針針
のの

仕仕
掛掛
けけ
にに
青青
イイ
ソソ
メメ
をを
タタ
ッッ
ププ
リリ
とと
付付

けけ
、、
錘錘
がが
海海
底底
にに
着着
くく
とと
竿竿
をを
上上
下下
しし
てて

ええ
ささ
をを
踊踊
らら
せせ
、、
ゆゆ
っっ
くく
りり
とと
引引
きき
上上
げげ

るる
。。  カカ

レレ
イイ
がが
掛掛
かか
っっ
てて
もも
、、
少少
しし
待待
っっ
てて

かか
らら
竿竿
をを
上上
げげ
、、
大大
物物
がが
タタ
モモ
のの
中中
へへ
入入

っっ
てて
いい
るる
とと
思思
わわ
ずず
胸胸
をを
なな
でで
下下
ろろ
すす
。。

一一
度度
にに
二二
匹匹
もも
掛掛
かか
っっ
たた
とと
きき
はは
本本
当当

にに
嬉嬉
しし
いい
もも
のの
でで
すす
。。
今今
年年
のの
成成
果果
をを
記記

事事
にに
しし
たた
いい
とと
思思
いい
、、
三三
月月
十十
二二
日日
にに
那那

珂珂
湊湊
のの
長長
丸丸
でで
カカ
レレ
イイ
釣釣
りり
にに
行行
っっ
てて
来来

たた
がが
乗乗
船船
者者
五五
名名
とと
もも
、、
魚魚
のの
当当
たた
りり
ささ

ええ
もも
なな
くく
、、
ここ
んん
なな
釣釣
りり
はは
初初
めめ
てて
のの
経経

験験
でで
ああ
るる
。。
釣釣
りり
はは
もも
うう
止止
めめ
よよ
うう
とと
思思

っっ
てて
もも
まま
たた
釣釣
りり
にに
出出
掛掛
けけ
るる
のの
はは
、、
やや

はは
りり
釣釣
りり
ババ
カカ
とと
言言
うう
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう

かか
？？  秋秋

のの
釣釣
りり
はは
茨茨
城城
県県
でで
はは
タタ
ココ
、、
ゴゴ
ーー

ドド
ーー
イイ
カカ
のの
シシ
ーー
ズズ
ンン
にに
なな
りり
、、
ここ
のの
イイ

カカ
釣釣
りり
がが
まま
たた
やや
めめ
らら
れれ
なな
いい
。。
イイ
カカ
釣釣

２

りり
海海
ああ
りり
でで
私私
にに
とと

っっ
てて
はは
ここ
のの
上上
なな
いい

良良
いい
所所
でで
すす
。。
日日
立立

在在
勤勤
のの
頃頃
はは
部部
課課
長長

会会
行行
事事
のの
海海
釣釣
りり
にに

参参
加加
しし
たた
。。
そそ
しし
てて

大大
物物
賞賞
、、
大大
漁漁
賞賞
、、

珍珍
魚魚
賞賞
のの
全全
てて
がが
我我

家家
のの
応応
接接
間間
にに
鎮鎮
座座

しし
てて
ああ
るる
。。  

私私
はは
入入
社社
がが
国国
分分

工工
場場
でで
大大
みみ
かか
工工
場場

のの
竣竣
工工
でで
ここ
のの
工工
場場

へへ
、、
そそ
しし
てて
ララ
ゴゴ
スス

火火
力力
をを
受受
注注
しし
たた
時時

にに
日日
立立
本本
社社
へへ
、、
そそ

のの
後後
日日
立立
工工
場場
、、
最最

後後
はは
日日
立立
エエ
ンン
ジジ
ニニ

アア
リリ
ンン
ググ
（（HH

EE
CC

））

のの
勤勤
務務
とと
なな
っっ
たた
。。

HH
EE

CC

にに
転転
勤勤
しし
たた
時時
にに
釣釣
キキ
チチ
をを
募募

集集
しし
同同
好好
会会
をを
結結
成成
しし
たた
。。
今今
でで
もも
ここ
のの

仲仲
間間
のの
皆皆
ささ
んん
とと
千千
葉葉
のの
飯飯
岡岡
港港
へへ
、、
まま

たた
、、
今今
年年
のの
五五
月月
連連
休休
にに
はは
新新
潟潟
のの
寺寺
泊泊

なな
どど
へへ
同同
行行
でで
きき
るる
のの
はは
嬉嬉
しし
いい
限限
りり
。。 

  

ララ
ゴゴ
スス
火火
力力
をを
担担
当当
しし
たた
時時
のの
一一
番番
のの

想想
いい
出出
はは
カカ
ナナ
ダダ
のの
ササ
ーー
モモ
ンン
ダダ
ーー
ビビ
ーー

にに
行行
けけ
たた
ここ
とと
でで
すす
。。
ララ
ゴゴ
スス
火火
力力
のの
ココ

ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト
はは
ナナ
イイ
アア
ガガ
ララ
近近
くく
にに
ああ

るる
セセ
ンン
トト
キキ
ャャ
ササ
リリ
ンン
市市
にに
ああ
っっ
たた
シシ
ョョ

ウウ
モモ
ンン
トト
でで
、、
ここ
のの
電電
気気
部部
長長
ささ
んん
がが
釣釣

キキ
チチ
なな
のの
がが
良良
かか
っっ
たた
。。
四四
月月
のの
ササ
ーー
モモ

ンン
ダダ
ーー
ビビ
ーー
にに
誘誘
わわ
れれ
、、
彼彼
のの
友友
達達
もも
含含

めめ
三三
人人
でで
、、
オオ
ンン
タタ
リリ
オオ
湖湖
でで
トト
ロロ
ーー
リリ

ンン
ググ
にに
よよ
るる
釣釣
りり
とと
なな
っっ
たた
。。
釣釣
竿竿
はは
一一

人人
一一
本本
でで
、、
船船
長長
分分
もも
入入
れれ
てて
四四
本本
のの
竿竿

でで
のの
トト
ロロ
ーー
リリ
ンン
ググ
。。
自自
分分
のの
竿竿
がが
大大
きき

くく
曲曲
がが
るる
とと
自自
分分
自自
身身
がが
魚魚
とと
のの
やや
りり
取取

りり
とと
なな
りり
、、
私私
はは
逃逃
しし
たた
魚魚
もも
何何
匹匹
かか
いい

たた
がが
、、
全全
員員
でで
のの
成成
果果
はは
ここ
のの
地地
方方
のの
新新

聞聞
にに
もも
出出
たた
写写
真真
のの
通通
りり
でで
しし
たた
。。  

船船
長長
のの
合合
図図
でで
一一
斉斉
にに
仕仕
掛掛
けけ

をを
落落
とと
しし
、、
竿竿
先先
をを
しし
ゃゃ
くく
りり
なな
がが

らら
上上
げげ
てて
くく
るる
とと
、、
ググ
ッッ
トト
重重
くく
なな

りり
竿竿
先先
がが
大大
きき
くく
曲曲
がが
るる
。。
ここ
うう
なな

れれ
ばば
追追
いい
食食
いい
をを
期期
待待
しし
なな
がが
らら

電電
動動
リリ
ーー
ルル
をを
低低
速速
にに
しし
てて
スス
イイ

ッッ
チチ
をを
入入
れれ
るる
。。
一一
度度
にに
三三
匹匹
以以
上上

掛掛
かか
るる
とと
そそ
れれ
はは
重重
いい
のの
でで
、、
竿竿
をを

ホホ
ルル
ダダ
ーー
にに
掛掛
けけ
てて
電電
動動
でで
巻巻
きき

上上
げげ
船船
内内
にに
取取
りり
込込
むむ
。。
イイ
カカ
釣釣
りり

でで
一一
番番
のの
問問
題題
はは
ササ
ババ
のの
大大
群群
にに

出出
会会
うう
ここ
とと
でで
ああ
るる
。。
ササ
ババ
はは
動動
きき

がが
激激
しし
くく
、、
すす
ぐぐ
急急
速速
でで
巻巻
上上
げげ
なな

いい
とと
他他
のの
釣釣
人人
のの
仕仕
掛掛
けけ
まま
でで
ダダ

りり
でで
はは
エエ
ササ
はは
つつ
けけ
ずず
、、
「「
イイ
カカ
角角
」」
とと

いい
うう
専専
用用
のの
仕仕
掛掛
けけ
でで
釣釣
るる
のの
でで
エエ
ササ

付付
けけ
のの
面面
倒倒
ささ
はは
なな
いい
。。
他他
のの
地地
方方
でで
はは

スス
ルル
メメ
イイ
カカ
、、
ヤヤ
リリ
イイ
カカ
なな
どど
はは
昼昼
間間
のの

釣釣
りり
だだ
がが
、、
茨茨
城城
県県
のの
ゴゴ
ーー
ドド
ーー
イイ
カカ
はは

夜夜
釣釣
りり
でで
港港
かか
らら
約約
二二
時時
間間
位位
でで
魚魚
場場

にに
着着
きき
、、
船船
上上
のの
夜夜
光光
灯灯
をを
灯灯
しし
、、
イイ
カカ

をを
呼呼
びび
寄寄
せせ
てて
釣釣
るる
。。  

  

カナダのサーモンダービー 

メメ
にに
しし
てて
しし
まま
いい
迷迷
惑惑
千千
万万
とと
なな
っっ
てて

しし
まま
うう
。。  

  

釣釣
りり
のの
道道
具具
でで
すす
がが
、、
ゴゴ
ルル
フフ
もも
各各

日立港弁天丸でのメバル釣り 

種種

ああ
るる
がが
、、
釣釣
りり
もも
そそ
れれ
以以
上上
でで
はは
なな
かか
ろろ

うう
かか
？？  

カカ
レレ
イイ
釣釣
りり
、、
メメ
ババ
ルル
釣釣
りり
、、

タタ
イイ
釣釣
りり
等等
でで
竿竿
もも
リリ
ーー
ルル
もも
、、
仕仕
掛掛
けけ

もも
異異
なな
るる
。。  

  

深深
ささ
四四
百百
メメ
ーー
トト
ルル
位位
以以
上上
のの
深深
海海

にに
なな
るる
とと
、、
竿竿
もも
丈丈
夫夫
なな
もも
のの
でで
、、
大大
型型

のの
電電
動動
リリ
ーー
ルル
とと
なな
りり
、、
私私
のの
電電
動動
リリ
ーー

ルル
にに
はは
千千
二二
百百
メメ
ーー
トト
ルル
のの
糸糸
をを
巻巻
いい

てて
ああ
るる
。。
ここ
れれ
でで
アア
ココ
ウウ
ダダ
イイ
釣釣
りり
もも
まま

たた
楽楽
しし
かか
らら
ずず
やや
。。  

  

最最
後後
にに
、、
魚魚
がが
釣釣
れれ
てて
もも
、、
釣釣
れれ
なな
くく

てて
もも
まま
たた
出出
掛掛
けけ
るる
のの
はは
矢矢
張張
りり
釣釣
りり

ババ
カカ
なな
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。  
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4．野鳥・自然観察グループ 
 野鳥・自然観察グループは 8 月を除く毎月 1 回探
鳥会を実施しております。主に県北地区を中心とし
た公園やダム、河川敷などで、平成 21 年度は、水沼
ダムと花園渓谷・大北川河口・御前山・粟原・赤羽
根緑地と貝塚公園・涸沼・鵜の岬と小貝浜・千波湖・
高戸海岸で探鳥会を実施しました。参加人員は延べ
200 名、1 回の探鳥会で平均 35 種類の野鳥に出会っ
ています。最近はご夫婦での参加も増えてきました。
 毎回野鳥たちとの思いがけない出会いや、可憐な
山野草に心和みます。皆さん気楽にご参加下さい。

1．研修会 
平成21年度は見学会等4回の研修会を実施しました。
(1) 第 40 回研修会(H21.6.12）：39 名参加 
 自動車運転安全センター、茨城港常陸那珂港区日立

建機㈱常陸那珂臨港工場見学 
(2) 第 41 回研修会(H21.9.16）：34 名参加 
日立ニュークリアエナジー㈱原子力製造部見学、

臨海発電所見学 
(3) 第 42 回研修会

(H21.11.18）： 
36 名参加 

遺言、委任・任意
後見勉強会、日立
理科クラブ訪問 

ろ歩き、いまも残る
古い建物と宿場の情
景を楽しみました。
江戸時代から明治初
期まで巴波川を中心
に発展した文化が残
っており、こころ癒

される街であります。 
(2) 第 22 回(H21.9.10）：参加人員 43 名、 

徳川家康の二男秀康が治めてから 400 年になる歴
史の街、結城市を探訪しました。江戸時代の文化が
数多く残る街であります。無形文化財の結城紬、桐
タンスは特に有名です。また、江戸時代の俳人与謝
蕪村が約10年間逗留して俳句活動を行った街でもあ
ります。蕪村に因み帰りのバスの中では、句会を開
催して大いに盛り上がりました。 

出来るだけ戸外に出
て新鮮な空気を吸込
み、会話を楽しみ、軽
快なウォーキングが
出来るよう世話人一
同知恵を絞りながら
いろいろと計画しま
した。 

たこと。我々囲碁を楽
しむ者にとっては大変
喜ばしいことであり、
生涯の趣味の一つとし
て今後とも楽しみたい
と思っている。皆さん
も是非大会・例会に覗
きに来て下さい。 

わせて、食べたいパン作りの
勉強を予定しています。「厨
房に入らず」から脱皮し、健
康に優しいパン作りに挑戦
してみませんか？ 

を考えた健康づくりをしているようで
す。県内のクラブチームや中学生相手
の対外試合に２回参加するなど、厳し
い試合にチャレンジできる機会もあり
各人のレベルで練習方法はさまざまで
す。時には小さい子供の指導もします。

7．卓球クラブ 
 日立体育館で月２回、第１と第３水曜日午前中練
習をして、今年度参加実績は延べ 390 名、最多参加
は１月６日の 24 名です。第２水曜日も少人数でラー
ジボールの卓球をしています。 
 会員の多くは、足腰の運動機能とゲーム感覚が必
要な卓球を楽しむことによって、体と頭のバランス

6．料理教室 
満６年目を迎えた料理教室は、平成 2１年度も月

２回開催し、第２月曜日は山本料理学院で和食を勉
強し、第４月曜日は明治商会でパン作りの勉強を開
催しました。累計 181 名、毎回８名前後参加して、
料理の基本と季節の食材を取り入れた和食料理と、
孫へのお土産付きパン作りを勉強しました。平成 22
年度は、和食料理の勉強を止め、会員の高齢化に合

5．囲碁の会 
 最近の囲碁界は話題が多い。①井山裕太名人(21
才)藤沢里菜プロ合格(11 才 秀行名誉棋聖の孫)等若
手の台頭(何れも最年少記録)②第 16 回アジア大会
(中国・広州 11 月)に囲碁が採用される見通しとなっ

3．歩こう会 
 毎年高齢化する参加者の皆さんが挑戦できるよう
に比較的平坦地を選定しています。会員の皆さんが

2．歴史探訪 
(1) 第 21 回(H21.4.21)：参加人員 46 名 
今回は、日立創業の父、小平浪平翁の生家と栃木

市例幣使街道を探訪しました。翁が勉学に励んだ勉
強小屋を見学し、日立創業の精神がここにありの感
を深くしました。また午後からは例幣使街道をそぞ

( （H22.2.24）：41 名参加 
  ＡＮＡ機体メンテナンスセンター見学 

第 37 回 21.5.27 久慈川サイクリングロード 
第 38 回 21.4.8  千波湖畔観桜ハイク 
第 39 回 21.9.15  ひたちなか海浜公園沢田遊水池 
第 40 回 21.11.25 小山ダム周回ハイク 

4) 第 43 回研修会

３



 
 

12．勝田パソコン教室
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8．デジカメクラブ 
デジカメクラブ活動には、同好会員であれば誰も

が自由に参加できる例会と、例会参加者の自主活動
の撮影会の二つがあります。例会は参加者の作品発
表と技術や芸術面の意見を交換し相互研鑽する場
ですが、国内外旅行の発表もあり、新たな旅行や撮
影意欲を湧かせることもあります。撮影会は作品作
り提供の場で、例年 10 回ほど行っています。  
本年度活動は例会 12 回 230 人、撮影会は天候の

影響で４回 70 人でした。その成果を 12 月に大久保
交流センターで野鳥自然観察、写真五七五 Gr との
共催写真展で発表し、860 名余の来場者を得ました。
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主に水戸勝田地区の方々を対象に、パソコンの基
礎から応用まで幅広く講義を行っています。また｢パ
ソコン何でも相談｣に対応し、毎回 15 名から 20 名の
参加があります。多数の参加をお待ちしております。

13．PC 基礎講座 
①ワード・エクセル関係、②メールインターネッ

ト関係、③画像処理関係を順繰りに開催、「パソコン
何でも相談」に対応しています。不明点はいつでも
相談に応じます。 
多数のご参加をお待ちしています。 

9．写真五七五 
俳句・川柳と写真を組み合わせて楽しむ集まりで

す。写真と句を組み合わせることにより一層表現を
豊かにすることができます。自己流の解釈での合評

14．極楽サロン 
パソコンの楽しみを極めるということで、新技術

の紹介や実演を行ったり、体験談や趣味の話を取り
上げています。21 年度は PC の話題として、パソコ
ンの掟、新しいブラウザ、オンラインストレージ、
右クリックとキーさばき、ブラウザや USB メモリの
セキュリティ、IME 変換の活用、フリーソフト、
Google Earth の楽しみ方、などを取り上げました。
またサロンの話題として参加者による病気の体験
談を３件取り上げました。22 年度も、Windows7 を
始めとして、新鮮な話題を取り上げる予定です。 

４

10．パソコン初級講座(シニア PCⅠ、シニア PCⅡ)
初級者やシニアを対象として、毎月 2回、第 3月

曜日 PCⅠ(Gr.1)、第 4 火曜日 PCⅡ(Gr.2)を東暁館

11．ホームページの会 

 ホームページを開設した人、開設準備中の人の集

まりです。各自のホームページを披露し、意見交換、

新しく取り入れた手法の紹介、ページ作成中発生し

た問題の解決策などについて共通の問題として解説

を受けながら実践力を付けています。また応用技術

15．マルチメディア研究会（ＭＭ研） 
パソコン上でのアニメーション等、いろいろな表

現方法を勉強している有志の集まりです。 
例会は月末の金曜日、外山さんの最新技術動向解

説や Web クリエータ達の先進的な作品の鑑賞、各位
の作例紹介などを行い、さらにプログラミングの基
礎について勉強会を行っていて、現在は CSS による
Web デザインについて勉強を継続中です。 

別館で開催して
います。受講者
のニーズに対応
したPC何でも講
座です。 
初心者大歓迎

です。 

も紹介し研修していま

す。 
いつでも入れます。

初心者歓迎、多数の参

加をお待ちしておりま

す。 

が活発です。正しい
日本語の使い方、語
彙を豊かにする、風
俗、習慣、自然に関
する知識を豊かにす
るなど自分の向上に
役立つことが沢山あ
ります。 
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16．専門講座 
この講座は特定のソフトの習得を目的として、会

員を募り、設定した教本をベースに、受講者による
輪講形式で進めるものです。毎月 1回の勉強会です。
現在は PowerPoint 2007(受講者 21 名)、Adobe 
Acrobat 8(受講者 18 名)、それぞれ第 1木曜日、第
4木曜日に開催中です。新規テーマ開始の際には受
講者を募集します。（写真は PowerPoint 受講者） 

同好会活動報告の詳細は支部 HP を参照ください 
http://homepage2.nifty.com/shayuu-iba/ 

支部から お知らせ の 

＊第 59-2 回 日立社友クラブ理事会報告 
１．会員候補者から 57 名が入会を承認され、会員 
数は 4,953 名となった。 

２．日立創業 100 周年を迎えるにあたっての社友 
クラブの取り組みとして、「社友だより」特別号 
及び「社友クラブ 60 年の歩み」発行を予定。 

＊第 22-2 回 茨城支部役員会報告 
１．新入会員 5名が承認され 3月 21 日現在の会員 
数は 1,064 名となった。 

２．第 108 回茨城支部総会の取り組みについて、 
基本方針及び分担を確認した。 

＊日立理科クラブについて 
“子どもたちの科学する心を育てる”を合言葉 
に昨年 5月に発足した日立理科クラブは、「科学 
エキスパート」会員も 90名を越える規模となり、 
活発な活動が展開されています。 
H21 年度の各事業の活動状況は次の通りでした。 

事業名 区分 回数 参加人員

クラブ内 20 374 モノづくり 
工房 出前工房 16 518 

理科クラス 39 361 理数 
アカデミー 数学クラス 8 76 

製作･打上げ 14 240 水ロケット 
教室 出前教室 8 1,183 

小学校 102 4,552 
授業支援 

中学校 16 705 

科学教室 イベント参加 7 530 

理科室の 
おじさん 小学校駐在 11 校 派遣日数

576 人･日

 ２年目となる H22 年度は、「地固めの年」として、
科学者の卵を育てるために努力して参ります。 

いたパソコンの多様な機能の一部を、曲がりなりに
も利用できるまでにレベルアップして頂いた。 感
謝！！ 反省点は、教えて頂いたことを教室に残し
て帰り、自宅で反復訓練をする努力が不足で、同じ
事を何度も教えてもらい、進歩が遅々としているこ
とである。最近の成果は、孫達が正月に遊びに来た
時の「ファミリー対抗：Ｗｉｉ大会」で、「ＷＯＲＤ
でできるＰＯＰチラシお知らせポスタ―役立つ書類
の作り方」で学んだ知識を活用して、趣向を凝らし
た表彰状を作り、授与して孫達を大喜びさせ、祖父
の株を上げたことである。月に１度の脳に刺激を与
えてもらう交流・修練の場として、卒業せずに留年
をして勉学にいそしんでいきたい。 

「勝田パソコン教室」   奥村 守
 
「勝田パソコン教室」に参加して、今
年６月で満７年を迎える。この間、渡
部、竹盛、佐々木、山田の各講師の適
切な指導で、宝の持ち腐れ的になって

城県の北部と南部地区の名所旧跡を交互に選定し、
且つ高齢者に負担のかからない比較的平坦な場所を
選定して頂き、毎回 40 人前後の参加者が楽しいひと
時を過ごしています。茨城県にもこんなに多くの名
所が有る事を知り感謝しています。毎回ほどよい疲
れを感じながら昼時に食べる手製の弁当(コンビニ
弁当も含め）の美味しいこと！ 歩く幸せを感じな
がらこれからも参加したいと思っています。

「歩こう会」      横沢 孔幹

社友クラブの「歩こう会」に参加し
て今年で 10 年、その間多くの地区を歩
き見聞を広める事が出来ました。この
歩く会では世話人(幹事）の方たちが茨

「写真五七五」     保田 和雄
 
 通常は 10 名が出席し、勉強会、作品
の評価が行われる。３月５日の会には
２月に雪が多かったため、蔵王の樹氷、
飛騨の雪、信越の豪雪、自宅屋根の雪

同好会行事に参加して 

の落下の瞬間、雪に閉じこめられた爺婆、庭の雪な
ど、雪を楽しむ写真、句が多かった。 
また積極的に撮影に出掛けた人も多かった。私がこ
の Photo 575 に手を染めたのは、ロケットの糸川先
生の一言だった。“十年を一単位として、今までの
仕事とは別な新規な研究を進めよ。それで無ければ
あたらしい事は生まれない。” 
喜寿を過ぎたので最後のフェイズと考え、理系の

研究から正反対の文系の俳句を選んだ。子規が同郷
の人であったことも一因だった。新聞の俳壇を見る
と選出される句の重複が非常に少ない。統計学的に
見ると矩形分布である。評価基準の適格性が問われ
る点である。これとは別の基準で会員の武田さんか
ら海山を詠む自然詠、社会詠などの分類が提案され
た。これが展開できれば評価基準も変わるであろ
う。“て、に、を、は”および受動態か能動態の可
否の話も出たが、母音に重点を置いた俳句の評価が
高いと思われた。これは日本語が原点にあるからで
あろう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．定例行事予定一覧表 

実施日(曜日) 
グループ名 連   絡   先  

5 月 6 月 7 月
場   所  時 間  備   考  

17(月)   大北川河口 9:00～ 
 21(月)  御前山 7:00～ 

野鳥自然観察 
グループ 

藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

  19(月) 粟原 7:00～ 

参加費:\200/回 
原則 雨天中止 

日立 
地区 

安藤捷治 0294-37-0759 
sh-andou@net1.jwayl.ne.jp 

12(水)
26(水)

9(水)
23(水)

14(水)
28(水)

東暁館別館 10:00～ 
参加費：\100/回

大会：\1300 
囲碁の会 

勝田 
地区 

七海  清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 17(木) 15(木)
大島コミュニティ 

センター 
09:00～ 

参加費：\200/回
大会：\700 

10(月) 14(月) 12(月)
料 理 教 室 

澁口七郎  0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 24(月) 28(月) 27(火)

明治商会 10:00～ 参加費:\1600/回

卓球クラブ 
石川隆宏  0294-32-0261 
spka5da9@citrus.ocn.ne.jp 

12(水)
26(水)

2(水)
16(水)

7(水)
21(水)

日立体育館 
09:00～ 
  12:00 

参加費、会場費等
まとめ:\2500/年

デジカメ 
クラブ 

佐藤一男 0294-53-4573 
satoka31010@net1.jway.ne.jp 

10(月) 7(月) 5(月)
撮影会以外は 
東暁館別館 

10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

7(金) 4(金) 2(金) 東暁館別館 
09:30～ 
  12:30 

参加費：\300/回
昼食別途 

 Ⅰ 17(月) 21(月) 19(月)シニア 
ＰＣ  Ⅱ 

大越健児 0294-37-4931 
ken-ooko@muc.biglobe.ne.jp 25(火) 22(火) 27(火)

東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1000/回
昼食別途 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@hb.tp1.jp 

14(金) 1(火) 6(火) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 8(火) 13(火) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1400/回
昼食代含む 

極楽サロン 
島田勇一 0294-34-4467 
yshimada@ng.ejnet.ne.jp 

20(木) 17(木) 15(木) 東暁館別館 
10:15～ 
  15:00 

参加費：\1300/回
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

25(火) 22(火) 27(火)
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
  16:00 

参加費：\700/回

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＭＭ研 
藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

21(金) 25(金) 30(金) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回
昼食代含む 

専門講座の日程＜PowerPoint 2007 勉強会：原則第１木曜日、 Acrobat8 勉強会：原則第４木曜日＞ 

１．第４４回研修会 

［茨城空港、航空自衛隊百里基地見学］ 

3 月 11 日に開港した茨城空港と航空自衛隊百里基

地を見学します。〔見学先の都合により変更される可

能性があります。詳細は後日参加者に連絡します〕 
  ・開 催 日：平成 22 年 6 月 18 日(金) 
  ・集  合：大甕駅(常陽銀行大甕支店前) 7:30 

南ドライブイン        7:40 
勝田駅西口          8:20 

  ・会  費：2,500 円予定（バス代、昼食他） 
  ・募集人員：先着 35 名、申込締切 5月 10 日(月) 
  ・申 込 先：小口 伊佐男 Tel/Fax：0294-37-3048

２．第４２回歩こう会 ［小木津山自然公園を歩く］

新緑の日立市小木津山自然公園の散策を計画しま
した。平成 12 年に開催した歩こう会最初のコースで
多くの参加者と、今後の歩こう会継続のご要望があ
った原点です。皆様のご参加をお待ち致します。 
・開催日：平成 22 年 6 月 9日(水)  

雨天延期 7月 7日 
・集 合：小木津山自然公園下駐車場 10:15 集合

      10:30 スタ-ト 
・コース：下駐車場→南展望台→つつじ園→北展望

台→芝生滑り上（昼食）→下駐車場 
13:30 解散 (4.5km 高低差 150m) 

・持参する物：弁当、飲み物、  
・会  費：200 円(非会員はプラス 300 円) 
・申込締切：平成 22 年 6月 2日(水) 
・申 込 先：須江二郎 Tel/Fax.0294-53-5901 

            E-mail：j-sue@nifty.com 
       E-mail：isao_oguchi@lake.ocn.ne.jp 

 同好会の行事ご案内( 5 月～7 月) 

６ 

編集後記 高砂さん自ら小平さんの足跡を訪ねる取
材旅行をされて、“日立創業前の小平さんの超人的な
ご活躍”を伝えて頂き、感激しました。また、目黒
さんの“釣り人生”には羨ましい限りです。 
幹事の皆さんのご尽力で同好会活動が益々活性化

していることに感謝します。 
５月 28 日の茨城支部総会には多くの皆さんのご

出席を頂き、旧交を温めて頂ければ幸いです。 
                  藤森 好則

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 

横江 邦治  平成 22 年 01 月 08 日 享年 82 歳 
雨宮  滋  平成 22 年 01 月 20 日 享年 74 歳 
高野 憲三  平成 22 年 02 月 18 日 享年 93 歳 
渡邊 淳吉  平成 22 年 03 月 04 日 享年 81 歳 
川瀬 進一  平成 22 年 03 月 15 日 享年 74 歳 
所   節  平成 22 年 03 月 20 日 享年 85 歳 

支部便り目次へ 
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